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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
本資料に関連するオムロン株式会社（以下、オムロン）のマニュアルは以下のとおりです。 
 

メーカ Man.No. 形式 マニュアル名称 
オムロン SBCA-358 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 
NJ シリーズ CPU ユニット  
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

オムロン SBCA-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット  
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

オムロン SBCD-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ  
CPU ユニット内蔵 EtherNet/IPTMポート  
ユーザーズマニュアル 

オムロン SBCA-362 形 SYSMAC-SE2□
□□ 

Sysmac Studio Version 1  
オペレーションマニュアル 

オムロン 0969584-7 形 W4S1-05□ 
形 W4S1-03B 

産業用スイッチングハブ W4S1 シリーズ 
ユーザーズマニュアル 

オムロン SDNC-707 FQ2-S/CH シリーズ スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ  
ユーザーズマニュアル 

オムロン SDNC-708 FQ2-S/CH シリーズ スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ 
ユーザーズマニュアル 通信設定編 
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2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
IP アドレス Ethernet では、IP アドレスを使用して通信を行います。 

IP アドレス（インターネットプロトコルアドレス）は、Ethernet 上のノ

ード（ホストコンピュータ、Ethernet ユニットなど）を識別するための

アドレスです。 
IP アドレスは、重複しないように設定や管理を行う必要があります。 

PLC リンク 「PLC リンク機能」は、命令エリア、応答エリア、データ出力エリアの

3 つのリンクエリアを使用して通信を行う機能のことで、PLC は割り当

てられた I/O メモリエリアの読み書きだけでセンサ側との通信制御が行

えるようになります。 
そのため PLC 側のラダープログラム作成の負担を軽減することができ

ます。 
keep-alive 機能 TCP/IP のソケットサービスにおいて相手ノード（サーバまたはクライア

ント）との間で、設定した時間以上に通信しない状態が継続すると、

keep-alive の通信フレームを使用して相手ノードとの接続状態を確認し

ます。 
応答がなければ、一定間隔で確認を実施し、すべての確認に応答がなけ

れば、コネクションを切断します。 
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3. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注

意事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2015 年 1 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程

度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする

恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れ

があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 
 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な指示」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン製スマートカメラ（FQ2-S/CH シリーズ）を、マシンオートメーション

コントローラ NJ シリーズ（以下、コントローラ）と、Ethernet で接続する手順とその確認

方法をまとめたものです。 
「6. Ethernet 通信の設定内容」と「7. Ethernet 通信の接続手順」で記載している設定内容お

よび設定手順のポイントを理解することにより、Ethernet で PLC リンクを動作させることが

できます。 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 

メーカ 名称 形式 
オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 
オムロン スマートカメラ 

FQ2-S/CH シリーズ 
 

 
形 FQ2-S1□□□□□ 
形 FQ2-S2□□□□□ 
形 FQ2-S3□□□□□-08 
形 FQ2-S3□□□□□-08M 
形 FQ2-S3□-13 
形 FQ2-S3□-13M 
形 FQ2-S4□□□□□ 
形 FQ2-S4□□□□□-M 
形 FQ2-S4□□□□□-08 
形 FQ2-S4□□□□□-08M 
形 FQ2-S4□-13 
形 FQ2-S4□-13M 
形 FQ2-CH10□□□□-M 
形 FQ2-CH15□□□□-M 

 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

 参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、機器メーカまでお問い合わせください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 
オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 

（内蔵 EtherNet/IP ポート） 
形 NJ501-1500 Ver.1.09 

オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001  
オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 
－ DC24V 電源 

（スイッチングハブ用） 
－  

オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.10 
－ パソコン(OS：Windows 7) －  
－ USB ケーブル 

（USB2.0 準拠 B コネクタ） 
－  

－ LAN ケーブル（Ethernet カテゴリ 5 
以上の STP（シールドツイストペア）

ケーブル） 

－  

オムロン スマートカメラ 形 FQ2-S30-13M Ver.1.70 
オムロン カメラレンズ 形 3Z4S-LE SV□□□□□ 

／形 FZ-LEH□□□ 
 

オムロン 入出力ケーブル 形 FQ-WD□□□  
オムロン 専用イーサネットケーブル 形 FQ-WN□□□  
－ DC24V 電源（スマートカメラ用） －  
オムロン タッチファインダ（DC/AC/バッテリ

共用タイプ） 
形 FQ2-D31 Ver.1.91 

オムロン AC アダプタ（タッチファインダ用） 形 FQ-AC1  
 
  

パソコン 
（Sysmac Studio 
インストール済み、 
OS：Windows7 ） 
 

USB ケーブル 

LAN ケーブル 

形 NJ501-1500 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

形 W4S1-05C 

形 FQ2-S30-13M 

形 FQ-WD
□□□ 形 FQ-WN□□□ 

 

形 FQ2-D31 

形 FQ-AC1 

DC24V 電源 DC24V 電源 
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 使用上の注意 

Sysmac Studio は、本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)を
参照して、手順と同等の処理を行ってください。 

 

 参考 
DC24V 電源（スイッチングハブ用）に使用可能な電源仕様は、「産業用スイッチングハブ 
W4S1 シリーズ ユーザーズマニュアル」(0969584-7)を参照してください。 

 

 参考 
DC24V 電源（スマートカメラ用）に使用可能な電源仕様は、「スマートカメラ FQ2-S/CH
シリーズ ユーザーズマニュアル」(SDNC-707)を参照してください。 

 

 参考 
本資料ではコントローラとの接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールにつ

いては、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「付録 A-1 
USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 

 
  



6．Ethernet 通信の設定内容 

 8 

6. Ethernet 通信の設定内容 
 
本資料で設定するパラメータおよび PLC リンクの割り付けの仕様を示します。 
以降の章では説明内容により、スマートカメラを、「相手機器」と略しています。 
 

6.1. パラメータ 
本資料で設定するパラメータを以下に示します。 
 

6.1.1. Ethernet 通信設定 
コントローラと相手機器を Ethernet で接続するためのパラメータは、以下になります。 
 

設定項目 コントローラ スマートカメラ 
IP 設定方法 － 固定 
IP アドレス 192.168.250.1 192.168.250.2 
サブネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0（初期値） 
ゲートウェイ － 10.5.5.1（初期値：任意） 
KeepAlive 使用する（初期値） － 
FINS/TCP ポート番号 9877 9877（固定） 
FINS/TCP コネクショ

ン設定 
サーバ／クライアント 

クライアント － 

接続先 IP アドレス 192.168.250.2 － 
リンクデータ出力先 
設定 通信方式 

－ PLC リンク 
(SYSMAC CS/CJ/CP/One) 

命令エリア － CIO 0（初期値） 
応答エリア － CIO 100（初期値） 
データ出力エリア － CIO 200（初期値） 
出力データ数上限 － 32 バイト（初期値） 
※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 
スマートカメラのゲートウェイ設定は空欄以外の任意の値を設定します。 
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6.1.2. タッチファインダの通信設定 
スマートカメラのパラメータ設定および動作確認は、タッチファインダとスマートカメラ間

の Ethernet 通信より行います。 
タッチファインダとスマートカメラを Ethernet 通信で接続するためのパラメータは、以下に

なります。 
 

設定項目 パラメータ設定時 動作確認時 

自動設定 OFF（初期値） OFF（初期値） 

IP アドレス 10.5.5.150 192.168.250.150 

サブネットマスク 255.255.255.0（初期値） 255.255.255.0（初期値） 

ゲートウェイ 10.5.5.1（初期値：任意） 10.5.5.1（初期値：任意） 

センサ自動接続設定 ON OFF 

表示画面 調整 運転 

※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 
 タッチファインダのゲートウェイ設定は空欄以外の任意の値を設定します。 
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6.2. PLC リンクで使用するデータ型 
相手機器の PLC リンクのデータは、以下のデータ型を使用しています。 
 
■信号アクセス用のデータ型の定義（共用体） 
制御信号、状態信号を扱うためのデータ型です。 

データ型の名称 データ型 

 
U_PLCFlag UNION 

F BOOL[32] 
W DWORD 

■命令通信エリアアクセス用のデータ型の定義（構造体） 
命令通信エリアにアクセスするためのデータ型です。 

データ型の名称 データ型 相手機器データ 

 

S_PLCOutput STRUCT － 

ControlFlag U_PLCFlag 制御信号(32bit) 
CommandCode DWORD コマンドコード(CMD-CODE) 
CommandParam1 UDINT 

コマンドパラメータ 
(CMD-PARAM) CommandParam2 UDINT 

CommandParam3 DINT 
■応答通信エリアアクセス用のデータ型の定義（構造体） 
応答／出力通信エリアにアクセスするためのデータ型です。 

データ型の名称 データ型 相手機器データ 

 

S_PLCInput STRUCT － 
StatusFlag U_PLCFlag 制御出力(32bit) 
CommandCodeEcho DWORD コマンドコード(CMD-CODE) 
ResponseCode UDINT レスポンスコード(RES-CODE) 
ResponseData DINT レスポンスデータ(RES-DATA) 

■出力データ通信エリアアクセス用のデータ型の定義 
出力データ通信エリアにアクセスするためのデータ型です。 

データ型の名称 データ型 相手機器データ 
OutputData DINT[64] ※ 出力データ 0～63(DATA0～63) 
※「出力データ数上限」の設定により、出力データのデータ型が以下のとおりになります。 

出力データ数上限 相手機器データ データ型 
32 バイト（最小値） 出力データ 0～7 DINT[8] 
256 バイト（初期値） 出力データ 0～63 DINT[64] 
1024 バイト（最大値） 出力データ 0～255 DINT[256] 

 

 参考 
構造体と共用体の詳細は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユーザーズマニュアル 通
信設定編」(SDNC-708)の「第 3 章 イーサネットで制御／出力する」の「3-1 EtherNet/IP で
制御／出力する」-「NJ シリーズコントローラで、各通信エリアに変数でアクセスする方法」

を参照してください。本資料では、応答／出力通信のデータ型から応答通信と出力通信のデ

ータ型に分けています。 
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6.3. PLC リンク リンクエリアの割り付け 
相手機器の PLC リンクのデータは、コントローラの CJ ユニット用メモリに割り当てられま

す。機器データとコントローラのグローバル変数の関係を以下に示します。 
 
■命令エリア（コントローラ→スマートカメラ） 

変数 データ型 データサイズ CJ ユニット用メモリ割付先 
PLCOutput S_PLCOutput 20 バイト %0 (CIO 0) 

 
割付先アドレスからのオフセット 
オフセット(CH) 相手機器データ 変数名 データ型 

＋0～＋1 
制御信号(32bit) 
（データ型：U_PLCFlag） 

PLCOutput.ControlFlag.F※1 BOOL[32] 
PLCOutput.ControlFlag.W※1 DWORD 

＋2～＋3 
コマンドコード 
(CMD-CODE) 

PLCOutput.CommandCode DWORD 

＋4～＋5 
コマンドパラメータ 
(CMD-PARAM) 

PLCOutput.CommandParam1 UDINT 
＋6～＋7 PLCOutput.CommandParam2 UDINT 
＋8～＋9 PLCOutput.CommandParam3 DINT 

 
※1：制御信号割り付け詳細 
変数：PLCOutput.ControlFlag.F の割り付け 

オフセット(CH) 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

+0 ERCLR               EXE 

+1                DSA 

  EXE：コマンド実行ビット：ON すると指定したコマンドを実行 
  DSA：データ出力要求ビット：ON すると次のデータ出力を要求 
  ERCLR：エラークリアビット：ON するとエラー信号（ERR 信号）が

OFF になります。 
 
変数：PLCOutput.ControlFlag.W の割り付け 

オフセット(CH) 15 14 13 ・・・ 2 1 0 

+0 15 14 13 ・・・ 2 1 0 

+1 31 30 29 ・・・ 18 17 16 

bit31～0：PLCOutput.ControlFlag.W はオフセット+0(CH)から

DWORD(2CH)分のデータを占有します。 
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■応答エリア（コントローラ←スマートカメラ） 
変数 データ型 データサイズ CJ ユニット用メモリ割付先 

PLCInput S_PLCInput 20 バイト %100 (CIO 100) 
 
割付先アドレスからのオフセット 
オフセット(CH) 相手機器データ 変数名 データ型 

＋0～＋1 
制御出力(32bit) 
（データ型：U_PLCFlag） 

PLCInput.StatusFlag.F※1 BOOL[32] 
PLCInput.StatusFlag.W※1 DWORD 

＋2～＋3 
コマンドコード 
(CMD-CODE) 

PLCInput.CommandCodeEc
ho 

DWORD 

＋4～＋5 
レスポンスコード 
(RES-CODE) 

PLCInput.ResponseCode UDINT 

＋6～＋7 
レスポンスデータ 
(RES-DATA) 

PLCInput.ResponseData DINT 

 
※1：制御出力信号割り付け詳細 
変数：PLCInput.StatusFlag.F の割り付け 

オフセット(CH) 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

＋0 ERR             READY BUSY FLG 

＋1                GATE 

  FLG：コマンド完了ビット：コマンドを実行完了したら ON 
  BUSY：コマンド実行中ビット：コマンドを実行中に ON 
  READY：レディビット：コマンドを実行可能なときに ON 
  ERR：エラービット：異常検出時に ON 
  GATE：データ出力完了ビット：データ出力が完了したら ON 
 
変数：PLCInput.StatusFlag.W の割り付け 

オフセット(CH) 15 14 13 ・・・ 2 1 0 

+0 15 14 13 ・・・ 2 1 0 

+1 31 30 29 ・・・ 18 17 16 

bit31～0：PLCInput.StatusFlag.W はオフセット+0(CH)から DWORD(2CH)
分のデータを占有します。 

 

 参考 
使用するコマンドコードにより、命令エリアおよび応答エリアの使用するデータ長が変わり

ます。 
コマンドコードやレスポンスコードの詳細は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユー

ザーズマニュアル 通信設定編」(SDNC-708)の「第 3 章 イーサネットで制御／出力する」

の「3-2PLC リンクで制御／出力する」を参照してください。 
 
  



6．Ethernet 通信の設定内容 

 13 

 
■データ出力エリア（コントローラ←スマートカメラ） 
変数 データ型 データサイズ CJ ユニット用メモリ割付先 
OutputData DINT[64] 256 バイト %200 (CIO 200) 

 
割付先アドレスからのオフセット 

オフセット

(CH) 
相手機器データ 変数名 データ型 

＋0～＋1 出力データ 0(DATA0) 

OutputData DINT[64]※1 

＋2～＋3 出力データ 1(DATA1) 
＋4～＋5 出力データ 2(DATA2) 
＋6～＋7 出力データ 3(DATA3) 
＋8～＋9 出力データ 4(DATA4) 

＋10～＋11 出力データ 5(DATA5) 
＋12～＋13 出力データ 6(DATA6) 
＋14～＋15 出力データ 7(DATA7) 

 ： 
＋126～＋127 出力データ 7(DATA63) 

 
※1：データ出力領域のサイズ 
「出力データ数上限」の設定により、出力できるデータの範囲が以下のとお

りになります。 
出力データ数上限 相手機器データ データ型 

32 バイト（最小値） 出力データ 0～7 DINT[8] 
256 バイト（初期値） 出力データ 0～63 DINT[64] 
1024 バイト（最大値） 出力データ 0～255 DINT[256] 

 
 

 参考 
出力データの項目を設定する方法は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユーザーズマ

ニュアル 通信設定編」(SDNC-708)の「第 3 章 イーサネットで制御／出力する」の「3-2PLC
リンクで制御／出力する」―「計測後に自動出力するデータの設定」を参照してください。 

 

 参考 
データ型に配列型を指定する場合、Sysmac Studio では、以下の 2 つの入力方法があり、入

力後は①は②に変換され、表示は常に②となります。 
①BOOL[16] ／ ②ARRAY[0..15] OF BOOL 

本資料では簡略化のため「BOOL[16]」と表記しています。 
（上記の例は、16 個の配列要素を持つ BOOL 型のデータ型を意味しています。） 
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7. 接続手順 
 
本章では、スマートカメラとコントローラを Ethernet 接続する手順について記載します。 
本資料では、コントローラおよびスマートカメラが工場出荷時の初期設定状態であることを

前提として説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してください。 
 

7.1. 作業の流れ 
Ethernet の PLC リンクを接続設定する手順は以下のとおりです。 
 

7.2. スマートカメラの設定  スマートカメラの設定を行います。 
▼   

 7.2.1. パラメータ設定  スマートカメラのパラメータ設定を行います。 

▼   
 7.2.2. タッチファインダの設定  タッチファインダの IP アドレスを設定します。 

▽   
7.3. コントローラの設定  コントローラの設定を行います。 

▼   
 7.3.1. IP アドレスの設定  Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アド

レスを設定します。 
▼   

 7.3.2. グローバル変数の設定  PLC リンクで使用するグローバル変数を設定し

ます。 
▼   

 7.3.3. オンライン接続とプロジェクト

データの転送 
 

Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェク

トデータをコントローラに転送します。 
▽   

7.4. Ethernet 通信の確認  Ethernet通信が正しく実行されていることを確認

します。 
▼   

 7.4.1. 接続状態の確認  Ethernet のネットワーク接続状態を確認します。 

▼   
 7.4.2. データ送受信の確認  正しいデータが送受信されていることを確認し

ます。 
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7.2. スマートカメラの設定 
スマートカメラの設定を行います。 
 

 使用上の注意 

「7.2.2.タッチファインダの設定」は「7.2.1.パラメータ設定」を完了してから実施してくだ

さい。 
「7.2.1.パラメータ設定」からやり直す場合は、スマートカメラおよびタッチファインダを

工場出荷時の初期設定状態に戻してください。各機器の初期化については「8.初期化方法」

を参照してください。 

 
7.2.1. パラメータ設定 

スマートカメラのパラメータ設定を行います。 
 

1 スマートカメラにカメラレンズ

を取り付けます。 
 
 
スマートカメラのコネクタの位

置を、右図をもとに確認します。 

 
 
イーサネットケーブル用コネクタ 
 
入出力ケーブル用コネクタ 
 
 

2 スマートカメラの［イーサネッ

トケーブル用コネクタ］に、専

用イーサネットケーブルを接続

し、スイッチングハブとつなぎ

ます。 
［入出力ケーブル用コネクタ］

に、入出力ケーブルを接続し、

DC24V電源（スマートセンサ用）

とつなぎます。 
 
※本資料では、入出力ケーブル

の電源線のみを接続して確認

しています。他の線を短絡し

ないように注意ください。 
 
※入出力ケーブルの配線の詳細

は、「スマートカメラ 
FQ2-S/CH シリーズ ユーザー

ズマニュアル」(SDNC-707)の
「第 2 章 設置と接続」の「2-4 
配線」を参照してください。 

 
専用イーサネットケーブル 
 
 
 
    スイッチングハブ 

   入出力ケーブル 
 
                    DC24V 電源 
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3 タッチファインダのコネクタの

位置を、右図をもとに確認しま

す。 

 
 イーサネットポート 
 
 
 
 
 
   AC 電源コネクタ 
 
 

4 タッチファインダの［イーサネ

ットポート］に LAN ケーブルを

接続し、スイッチングハブとつ

なぎます。 
［AC 電源コネクタ］に AC アダ

プタ（タッチファインダ用）を

接続します。 
スイッチングハブに、DC24V 電

源（スイッチングハブ用）を接

続します。 

     LAN ケーブル 

 

  AC アダプタ 
                DC24V 電源 

5 スマートカメラとスイッチング

ハブの電源を投入します。 
タッチファインダの電源スイッ

チを ON にします。 
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6 初回起動時は、言語選択の画面

が表示されます。 
言語設定している場合は、手順 7
に進みます。 
［日本語］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
右の図の画面が表示されますの

で、内容を確認し、[Yes]をタッ

チします。 

 
 

 

7 タッチファインダの起動画面が

表示されます。 
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8 ［調整］画面が表示されない場合、スマートカメラとタッチファインダ間の通信が確立して

いませんので、以下の①～⑦の手順を行います。 
［調整］画面が表示される場合は、手順 9 に進みます。 
※以下の手順で、手順 9 の画面が表示されない場合は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリー

ズ ユーザーズマニュアル」(SDNC-707)の「第 8 章 トラブルシューティング」を参照して

ください。 

 ①［センサリスト］画面が表示されますので、

[OK]をタッチします。 

 
 
②［センサリスト］画面が表示されます。 
 ［ ］をタッチします。 

 
 
③［タッチファインダ設定］画面が表示され

ますので、画面をスクロールし、［センサ

自動接続設定］をタッチします。 

 

④［センサ自動接続設定］画面が表示されま

すので、[ON]をタッチします。 

 
 
⑤［タッチファインダ設定］画面（③の画面）

に戻りますので、［完了］をタッチします。 
 
⑥［タッチファインダ設定保存］画面が表示

されますので、［はい］をタッチします。 

 
 
⑦［センサリスト］画面に、接続しているス

マートカメラが表示されますので、[OK]を
タッチします。 
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9 スマートカメラとタッチファイ

ンダ間の通信が確立すると、調

整画面が表示されます。 

［ ］をタッチします。 

 

10 ポップアップメニューが表示さ

れますので、［センサ設定］を

タッチします。 

 

11 ［センサ設定］画面が表示され

ます。 
［ネットワーク設定］をタッチ

します。 

 

12 ［ネットワーク設定］画面が表

示されます。 
［イーサネット］をタッチしま

す。 
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13 ［イーサネット］画面が表示さ

れます。 
［IP 設定方法］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［IP 設定方法］画面で［固定］

をタッチします。 

 
 

 

14 ［イーサネット］画面に戻りま

す。 
［IP 設定方法］が［固定］にな

っていることを確認します。 
［IP アドレス］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
［IP アドレス］画面が表示され

ます。 
第一オクテットをタッチしま

す。 
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15 数字パッドが表示されます。 
数字パッドをタッチして、第一

オクテットの「192」を入力しま

す。 
入力後、[OK]をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
同様の手順で、IP アドレス

「192.168.250.2」をすべて設定

します。 
[OK]をタッチします。 

 
 

 

16 設定が以下のようになっている

ことを確認し、[OK]をタッチし

ます。 
IP アドレス：192.168.250.2 
サブネットマスク：

255.255.255.0 
 
 
 
 
 
右の図の画面が表示されますの

で、内容を確認し、[OK]をタッ

チします。 
 
 
手順 12 と同じ［ネットワーク設

定］画面が表示されますので、

［完了］をタッチします。 
手順 11 と同じ［センサ設定］画

面に戻ります。 
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17 表示をスクロールし、［データ

出力先設定］をタッチします。 

 

18 ［データ出力先設定］画面が表

示されます。 
［リンクデータ出力先設定］を

タッチします。 
 
 
 
［リンクデータ出力先設定］画

面が表示されますので、［通信

方式］をタッチします。 

 
 

 

19 ［通信方式］画面が表示されま

す。 
［PLC リンク(SYSMAC 
CS/CJ/CP/One)］をタッチしま

す。 

 

20 ［リンクデータ出力先設定］画

面が表示されます。 
設定が以下のようになっている

ことを確認します。 
通信方式：PLC リンク

(SYSMAC CS/CJ/CP/One) 
出力データ数上限：256 

 
［エリア設定］をタッチします。 
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21 ［エリア設定］画面が表示され

ますので、以下のように設定さ

れていることを確認します。 
 
［命令エリア］をタッチします。 
・命令エリア 
［エリア種別］：[CIO] 
［アドレス］：「0」 
 
 
 
［応答エリア］をタッチします。 
・応答エリア 
［エリア種別］：[CIO] 
［アドレス］：「100」 
 
 
 
 
 
 
 
［出力エリア］をタッチします。 
・出力エリア 
［エリア種別］：[CIO] 
［アドレス］：「200」 
 
 
［完了］をタッチします。 

 
 

 
 

 

22 ［リンクデータ出力先設定］画

面が表示されますので、［完了］

をタッチします。 
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23 ［データ出力先設定］画面が表

示されます。 
［完了］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［データ出力先設定］画面が表

示されますので、内容を確認し、

[OK]をタッチします。 

 
 

 

24 ［センサ設定］画面が表示され

ます。 
［完了］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［設定保存］画面が表示されま

すので、内容を確認し、［はい］

をタッチします。 
 
データ保存中の画面が表示され

ます。 
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7.2.2. タッチファインダの設定 
タッチファインダの IP アドレスを設定します。 
 

1 ［調整］画面が表示されます。 

［ ］をタッチします。 

 

2 ポップアップメニューが表示さ

れますので、表示をスクロール

し、［タッチファインダ設定］

をタッチします。 

 

3 ［タッチファインダ設定］画面

が表示されます。 
［イーサネット］をタッチしま

す。 

 

4 ［イーサネット］画面が表示さ

れます。 
［IP アドレス］をタッチします。 
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5 ［イーサネット］画面に現在の

IP アドレスが表示されます。 
IP アドレスの第一オクテットを

タッチします。 
 
数字パッドが表示されます。 
数字パッドをタッチして、第一

オクテットの「192」を入力しま

す。 
入力後、[OK]をタッチします。 
 
 
同様の手順で、IP アドレス

「192.168.250.150」をすべて設

定します。 
[OK]をタッチします。 

 
 

 

6 設定が以下のようになっている

ことを確認し、［完了］をタッ

チします。 
IP アドレス：192.168.250.150 
サブネットマスク：

255.255.255.0 
 
 
 
 
［タッチファインダ設定］画面

に戻りますので、［完了］をタ

ッチします。 
 
［タッチファインダ設定保存］

画面が表示されますので、内容

を確認し、［はい］をタッチし

ます。 
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7 保存中のメッセージ表示後、［調

整］画面が表示されます。 
 
 

 

8 スマートカメラおよびタッチフ

ァインダ、スイッチングハブの

電源を切ります。 

 

 
※「7.2.1.パラメータ設定」の手順 8 で、［センサ自動接続設定］を[ON]にした場合、手順 12 まで

の操作を行い、[OFF]に戻します。 

9 スマートカメラおよびタッチフ

ァインダ、スイッチングハブの

電源を投入します。 

 

10 ［調整］画面が表示されますの

で、手順 1 および手順 2 と同様

に、［ ］をタッチし、［タ

ッチファインダ設定］を選択し

ます。ます。 

 

11 ［タッチファインダ設定］画面

が表示されます。 
「7.2.1.パラメータ設定」の手順

8 の③～⑥と同様の操作を行い

ます。④の操作時は、右図のよ

うに[OFF]を選択します。 

 

12 スマートカメラおよびタッチフ

ァインダ、スイッチングハブの

電源を切ります。 
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7.3. コントローラの設定 
コントローラの設定を行います。 
 

7.3.1. IP アドレスの設定 
Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アドレスを設定します。 
Sysmac Studio と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 コントローラの内蔵 EtherNet/IP
ポート(PORT1)に LAN ケーブル

を、ペリフェラル(USB)ポートに

USB ケーブルを接続し、「5.2.
デバイス構成」のように、コン

トローラにパソコンおよびスイ

ッチングハブを接続します。 

 

2 Sysmac Studio を起動します。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

3 Sysmac Studio が起動します。 
［新規プロジェクト］をクリッ

クします。 

 

USB ケーブル

 

CPU ユニット エンドカバー 

電源ユニット LAN ケーブル 

スイッチングハブ 

相手機器 

コントローラ

 

パソ

コン 
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4 ［プロジェクトのプロパティ］

ウィンドウが表示されます。 
 
※本資料では、プロジェクト名

を、「新規プロジェクト」と

します。 
 
［デバイス選択］の［カテゴリ］

および［デバイス］が使用する

機器になっていることを確認し

ます。 
 
バージョンのプルダウンメニュ

ーから、使用機器のバージョン

を選択します。 
 
※本資料では、バージョンとし

て、[1.09]を選択しています

が、実際に使用するバージョ

ンを選択してください。 

 

 

5 ［作成］をクリックします。 

 

6 ［新規プロジェクト］画面が、

表示されます。 
 
画面の名称は、以下になります。 
左側：マルチビューエクスプローラ 

右側上：ツールボックス 

右側下：コントローラステータスウ

ィンドウ 

中央上：エディットウィンドウ 

画面中央下には、以下のタブが

表示されます。 
アウトプットウィンドウ 

ビルドウィンドウ 

 

コントローラ

ステータス 
ウィンドウ 

ツール 
ボックス 

エディット 
ウィンドウ 

マルチビュー 
エクスプローラ 

アウトプット 
ウィンドウ 

ビルド 
ウィンドウ 



7．接続手順 

 30 

7 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［コ

ントローラ設定］－［内蔵

EtherNet/IP ポート設定］をダブ

ルクリックします。 

 

8 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

タブが表示されます。 
［IP アドレス］において、以下

の設定が行われていることを確

認します。 
IP アドレス：192.168.250.1 
サブネットマスク：

255.255.255.0 

 

9 ［FINS 設定］を選択し、

[FINS/TCP]を以下のように設定

します。 
 
FINS/TCP ポート番号：9877 
サーバ／クライアント： 

クライアント 
接続先 IP アドレス： 

192.168.250.2 
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7.3.2. グローバル変数の設定 
タグデータリンクとして使用するグローバル変数を設定します。 
 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］

－［データ］－［データ型］を

ダブルクリックします。 

 

2 ［データ型］タブが表示されま

す。 
［共用体型］をクリックして［共

用体型］タブを表示します。 
 
 
 
 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規データ型を入力

できるようになります。 
 
［名称］に、「U_PLCFlag」を

入力します。 

 
 

 
 

 
 

 

3 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［メンバ新規作成］を選択しま

す。  

4 ［名称］に、「F」を入力します。 
 
 
［データ型］に、「BOOL[32]」
を入力します。 
 
※入力確定後、表示は右図のよ

うに、[ARRAY[0..31] OF 
BOOL]に変わります。 
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5 3～4 項の手順と同様に、新規作

成エリアに以下のデータを入力

します。 
・名称：W 

データ型：DWORD 

 

6 ［エディットウィンドウ］の［構

造体型］をクリックします。 
 
 
［データ型］-［構造体型］タブ

を表示します。 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規データ型を入力

できるようになります。 
 
［名称］に、「S_PLCOutput」
を入力します。 

 
 

 

 

 

 

 

7 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［メンバ新規作成］を選択しま

す。  

8 ［名称］に、「ControlFlag」を

入力します。 
 
［データ型］に、「U_PLCFlag」
を入力します。 

 
 

 

9 7～8 項の手順と同様に、メンバ

新規作成エリアに以下のデータ

を入力します。 
・名称：CommandCode 

データ型：DWORD 
・名称：CommandParam1 
データ型：UDINT 

・名称：CommandParam2 
データ型：UDINT 

・名称：CommandParam3 
データ型：DINT 
 

※メンバは、「6.2. タグデータ

リンクで使用するデータ型」

の構造体のオフセット順にな

るようにしてください。 
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10 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［データ型新規作成］を選択し

ます。 
 
 
［名称］に、「S_PLCInput」を

入力します。 

 
 

 

11 7～8 項の手順と同様に、メンバ

新規作成エリアに以下のデータ

を入力します。 
・名称：StatusFlag 
データ型：U_PLCFlag 

・名称：CommandCodeEcho 
データ型：DWORD 

・名称：ResponseCode 
データ型：UDINT 

・名称：ResponseData 
データ型：DINT 
 

※メンバは、「6.2. タグデータ

リンクで使用するデータ型」

のオフセット順になるように

してください。 

 

12 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］

－［データ］－［グローバル変

数］をダブルクリックします。 
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13 ［エディットウィンドウ］に、

［グローバル変数］タブが表示

されます。 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規変数を入力でき

るようになります。 
 
［名称］に、[PLCOutput]を入力

します。 
 
［データ型］に、[S_PLCOutput]
を入力します。 
 
［割付先］に、[%0](CIO 0)を入

力します。 

   
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

14 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［新規作成］を選択します。 
 

15 13 項の手順と同様に、新規作成

エリアに以下のデータを入力し

ます。 
・名称：PLCInput 
データ型：S_PLCInput 
割付先：%100(CIO 100) 

・名称：OutputData 
データ型：DINT[64] 
割付先：%200(CIO 200) 
 

※入力確定後、表示は右図のよ

うに、[ARRAY[0..63] OF 
DINT]に変わります。 
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7.3.3. プロジェクトデータの転送 
オンライン接続し、コネクション設定およびプロジェクトデータをコントローラに転送しま

す。 
 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変

数、CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、CPU ユニットの動作モード

にかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐れがあります。 
プロジェクトデータを転送するときは、転送先スレーブの安全を確認してから

行ってください。 
 

 

1 コントローラとスイッチングハ

ブ、スマートカメラの電源を投

入します。 
タッチファインダの電源スイッ

チを ON にします。 

 

2 メニューバーから、［プロジェ

クト］－［全プログラムチェッ

ク］を選択します。  

3 ［ビルドウィンドウ］タブが選

択されます。 
エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 
 

4 メニューバーから、［プロジェ

クト］－［リビルド］を選択し

ます。 

 

5 確認用のダイアログが表示され

ますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 

 

6 ［ビルドウィンドウ］タブ内の

エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 

 



7．接続手順 

 36 

7 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［通信設定］を選択し

ます。 

 

8 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 
［接続方法］において、［USB-
直接接続］が選択されているこ

とを確認します。 
[OK]をクリックします。 

 

9 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［オンライン］を選択

します。 
確認のダイアログが表示されま

したら、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 
 
※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、内容を確

認し、［はい］や[Yes]など処

理を進める選択を行ってくだ

さい。 

 
 

 

10 オンライン状態になると、［エ

ディットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

 

 

 参考 
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オ

ペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「第 6 章 コントローラとの接続」を参照してくだ

さい。 
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11 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［同期］を選択します。 

 

12 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 
転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックが付いてい

ることを確認します。 
［転送［パソコン→コントロー

ラ］］をクリックします。 
 
※［転送［パソコン→コントロ

ーラ］］を実行すると、Sysmac 
Studio のデータをコントロー

ラに転送して、データの照合

を行います。 

 

13 確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［はい］をクリックしま

す。 
 
同期中の画面が表示されます。 
 
 
確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［いいえ］をクリックし

ます。 
 
※「運転モード」に戻さないよ

うにしてください。 
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14 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、「同期は成

功しました。」と表示されてい

ることを確認します。 
問題がなければ、［閉じる］を

クリックします。 
 
※「同期は成功しました。」と

表示されることで、Sysmac 
Studio のプロジェクトデータ

とコントローラのデータが一

致したことを示します。 
 
※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、手順 1 から再

実行してください。 

 

15 ［コントローラステータス］の

[ERR/ALM]が緑点灯し、［プロ

グラムモード］であることを確

認します。  
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7.4. Ethernet 通信の確認 
Ethernet の PLC リンクが正しく実行されていることを確認します。 
 

7.4.1. 接続状態の確認 
Ethernet の接続状態を確認し、タッチファインダをスマートカメラの運転画面へ切り替えま

す。 
 

1 タグデータリンクが正常に行われて

いることをコントローラの LED で

確認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
NET RUN：緑点灯 
NET ERR：消灯 
LINK/ACT：黄点滅 
（パケット送受信時に点滅） 

 
 

 

2 スマートカメラの LED を確認しま

す。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
ETN：オレンジ色点滅 
BUSY：消灯または緑点灯 
OR：消灯またはオレンジ色点灯 
ERROR：消灯 

 
 

 

3 タッチファインダを確認します。 
右図のように、［調整］画面が表示

されていることを確認します。 
［運転］をタッチします。 
 
 
 
 
※［調整］画面が表示されず、右図

のような［センサと接続中］画面

が表示されている場合、［センサ

リスト］をクリックし、画面の指

示通りに操作してください。それ

でも、表示されない場合は、「ス

マートカメラ FQ2-S/CH シリー

ズ ユーザーズマニュアル」

(SDNC-707)の「第 8 章 トラブル

シューティング」を参照してくだ

さい。 
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4 ［運転画面に切り替え］が表示され

ますので、［運転画面に切り替え］

をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［運転画面に切替］画面が表示され

ますので、［はい］をタッチします。 
 

 
 

 

5 保存中のメッセージ表示後、［運転］

画面が表示されます。 
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7.4.2. データ送受信の確認 
正しいデータが送受信されていることを確認します。 
 

 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更した場合、CPU ユニット

の動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続された機器が動作する恐れが

あります。 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更するときは、十分に安全

を確認してから行ってください。 
 

 

1 メニューバーから、［表示］－［ウ

ォッチウィンドウ］を選択します。 

 

2 ［ウォッチウィンドウ 1］タブを選

択します。 

 

3 ［名前を入力…］をクリックし、モ

ニタする変数の［名称］を入力しま

す。 
変数名を新規設定する場合は、以下

の変数名を入力します。 
PLCOutput.ControlFlag.F[0] 
PLCOutput.CommandCode 
PLCInput.StatusFlag.F[0] 
PLCInput.CommandCodeEcho 
PLCInput.ResponseCode 

 

4 PLCOutput.CommandCode の［変

更］エリアに「00101020」を入力し

ます。 
（コマンドコード[00101020] 

：連続計測開始） 
 
 
エンターキーで値が確定し、

PLCOutput.CommandCode の［モニ

タ値］が[00101020]になります。 
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5 PLCOutput.ControlFlag.F[0]の［変

更］エリアの[TRUE]をクリックしま

す。 
［モニタ値］が[True]になります。 
（PLCOutput.ControlFlag.F[0]  

：制御コマンド実行ビット）  

6 測定が完了し、タッチファインダの

画面に[OK]が表示されます。 
 

 

7 PLCInput.StatusFlag.F[0] 
PLCInput.CommandCodeEcho と

PLCInput.ResponseCode の値が以

下になります。 
・PLCInput.StatusFlag.F[0] 

：TRUE 
・PLCInput.CommandCodeEcho 

：00101020 
・PLCInput.ResponseCode 

：0（0：OK、-1：NG） 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定が手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 

8.1. コントローラの初期化 
コントローラを初期設定状態にするためには、CPU ユニットの初期化を行います。 
初期化前にコントローラをプログラムモードにして、Sysmac Studio のメニューバーから［コ

ントローラ］－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア］ダイアログ

が表示されますので、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 
 
 

8.2. スマートカメラの初期化 
スマートカメラの初期化方法については、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユーザー

ズマニュアル」(SDNC-707)の「第 7 章 便利な使い方」の「7-12 システム環境に関する機能」

の「センサ・タッチファインダを初期化する」を参照してください。 
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9. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2012 年 9 月 23 日 初版 
B 2015 年 1 月 9 日 スマートカメラ機種変更および追加 

スマートカメラおよびタッチファインダのバージョンアップ

による手順および画面の変更 
マニュアル番号誤記修正（SCNB-709→SDNC-708） 
コントローラおよび Sysmac Studio バージョンアップによ

る修正 
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